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Research : 情報伝送内容 (左列) と 研究アプローチ (右列)

脳が学習し記憶した情報を抽出し、別の脳へと転写できる技術が開発されれば、SF作品
で描かれる「情報伝送」は現実となる。そのためには、局所神経回路がどのような細胞
規模‧時空間活動パターンで情報を表現しているのかを因果的に理解する必要がある。
こうした学習に伴う神経動態は認知や記憶の基盤であるだけでなく、神経発達症や精神
疾患など脳病態にも深く関わる。
近年の光遺伝学と⽣体イメージングの進展により、感覚知覚を⼈⼯的に⽣じさせる最⼩
細胞集団やその結合様式が明らかになりつつある [Dalgleish et al., 2020; Carrillo-Reid et 
al., 2019; Marshel et al., 2019]。しかし、細胞群の時空間活動パターンそのものを⼈為的
に創出し、学習や記憶の原理に迫る研究は未開拓であり、新たな技術開発が求められて
いる。
本研究では、ホログラフィック顕微鏡技術により単⼀細胞活動を同時に計測‧操作す
る。学習関連の神経動態を抽出し、未学習回路で再現することで、回路変容と⾏動を因
果的に検証する。さらにアストロサイトを含むグリア操作を組み合わせ、ニューロンと
グリアが奏でる秩序ある時系列活動が、柔軟な知覚学習機能を⽀える仕組みに迫る。
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今後の展望
情報伝送を可能にすることで、オルガノイドや
動物脳を⽤いた脳機能拡張を⽬指す！


